

課程Ⅰ　オンライン研修3日目【大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント】演習シート
「適切なケアマネジメント手法」大腿骨頸部骨折Ⅰ期（病状が安定し、自宅での生活を送ることが出来るようにする時期）・Ⅱ期（病状が安定して、個別性を踏まえた生活の充足に向けた設計と、セルフマネ ジメントへの理解の促進を図る時期）をみていきましょう。
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